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TYC メルマガ 第７６号

★☆★☆★☆ ＴＹＣメールマガジン ★☆★☆★☆★☆★☆★☆

第７６号 平成３１年０４月３０日

富士山の見える「内浦湾」から、会員の皆さんにホットな情報をお伝えします。

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆

■多比ヨットクラブ５０周年記念式典・パーティー開催

４月２１日（日）１２：００から、クラブハウスの南に見える淡島ホテルで来賓・会員等の参加

で開催しました。当日は天候に恵まれました。渡し船で島へ行く珍しい立派なリゾートホテルです。

石神会長の挨拶で始まり歴代会長代表杉本元会長挨拶・湯浅元会長の乾杯で祝宴がスタートしま

した。来賓の祝辞・バイオリン演奏で盛り上がりました。記念に残る素晴らしい５０周年記念が出

来ました。
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実行委員会の皆さん、お疲れ様でした。
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■４月の UR

４月２８日（日）ＵＲが、ヤマハのファミリィーヨットレースと共済で開催しました。

１０：３０スタートしました。スタート時は、風が弱くて皆さん苦労していました。

ＵＲのＡクラス優勝は“ＭＩＷＡ”、Ｂクラス優勝は “MERAMI”でした。（修正済）

ドローン空撮も行いました。平成時代最終レースでしたが、事故も無くてよかったです。

令和の年も宜しくお願い致します。                      

■日本の豪華客船を海賊から守った自衛隊・・・

インド洋に位置する、アラビア半島とソマリア半島に挟まれたアデン湾。

アデン湾では長年、ソマリア海賊による襲撃が問題視されています。

自衛隊を含む各国部隊の対処によって徐々に被害件数は減少しているものの、現在も危険な場所

であることに違いはありません。

２０１８年４月、日本最大の客船である『飛鳥Ⅱ』は世界一周クルーズを行う上でアデン湾を通

らなければなりませんでした。しかし、いつ海賊に襲撃されるか分かりません。そのため、海上自

衛隊が飛鳥Ⅱの護衛任務を行いました。

豪華客船を守った自衛隊に、『ありがとう』の垂れ幕

飛鳥Ⅱの護衛を担当したのは、海上保安官８名含む２１０名が乗船した第２９次隊『せとぎり』。

アデン湾を通る際、護衛艦『せとぎり』と哨戒機 P3-C、SH-60J で、飛鳥Ⅱと AMADEA（旧：

飛鳥）の周囲の安全を確認しました。

少しでも怪しい船が観測されると、『せとぎり』を増速させ、海賊ではないか判断。慎重にアデン
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湾を進んで行きました。

そして、飛鳥Ⅱは無事にアデン湾を渡ることができたのです。

飛鳥Ⅱに向かって、『せとぎり』乗組員が手旗信号で送ったメッセージは「貴船の安航を祈る」。

そして、飛鳥Ⅱは応えるかのように「見守ってくれてありがとうございます」と書かれた垂れ幕を

掲げました。

飛鳥Ⅱ船長からのお礼状

護衛任務を遂行した後、飛鳥Ⅱの船長である小久江尚さんから「護衛艦『せとぎり』のみな様へ」

と書かれたお礼状が届きます。

そこには、危険な中船を守り抜いてくれた『せとぎり』乗組員への感謝の気持ちがつづられてい

ました。

あまり大きく取り上げられることはないものの、海外で日本国民が危険な目に遭わないよう、こ

ういった任務も行っています。

飛鳥Ⅱの乗組員や船客も、彼らの姿を見て心から感謝したことでしょう。

今回の件に対し、ネット上では「まさに守護神ですね！」「もっと報道されるべき」「海外でもこ

んなに活躍してくれているだなんて！」といった声が上がっています。

私たちが世界で船旅を楽しむことができるのは、陰で自衛隊が支えてくれているからだと気付か

されますね。

「飛鳥Ⅱ船長からのお礼状」の詳細は、下記のアドレスからご一読ください。

https://grapee.jp/491110?fbclid=IwAR2aSvGoc2lhUl3_GAqPnUVYV243hK9svdvD

-zvHuWJm9U8aOGhgggBqtak

■今後の予定

５月２６日（日）：ＵＲ レース終了後、前半戦表彰式・パーティー

６月２３日（日）：ＵＲ 艇長会議（指示書に変更があった場合）

６月３０日（日）：クラブハウス大掃除

７月２７日（土）：サンセットコンサート
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■ＵＷ！！！

全艇の安全な航海を祈っております。

■あとがき

このメルマガが不要の方は、件名に「不要」とご記入頂き、下記の発信者までご返信下さい。

尚、このメールは送信専用のため、返信出来ません。

返信する場合は、下記の発信者へ送ってください。

また、メールアドレスを変更したときは、新しいアドレスを登録してください。

-----情報-----

みなさんの家族・友人・知人でのクルージング等の情報を待っています。


